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「
わ
た
し
の
お
気
に
入
り
ふ
る
さ
と
遺
産
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
作
品
決
定
！
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▲ 展示では戦禍を生々しく描く資料と共に乱後に始まった
　慰霊・研究・交流を物語る資料が公開されました

▲ 法要には約40人が出席。秋月・朝倉市からは戦没者の末　
　裔や地域づくり団体の代表などが参列しました

▲ 令和7年度最優秀作品「永沼家住宅」

　
恒
例
の
「
わ
た
し
の
お
気
に
入
り
ふ
る

さ
と
遺
産
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
。
今
年
も

沢
山
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
８
２
８
点

も
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
予
備
審
査
で
選
ば
れ
た
優
秀
賞
6
点
か

ら
、
当
館
来
場
者
に
よ
る
投
票
で
最
優
秀

賞
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
み
や
こ

町
制
20
周
年
を
記
念
し
て
「
町
制
20
周
年

記
念
賞
」
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
該
当
者

は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
最
優
秀
賞

　
犀
川
小
4
年　
濵
江 

悠
亮
さ
ん

　
作
品
名
「
永
沼
家
住
宅
」

◆
町
制
20
周
年
記
念
賞
（
3
部
門
）

①
中
学
生
の
部

　
伊
良
原
中
3
年　
野
田 

陽
葵
さ
ん

　
作
品
名
「
鳴
滝
不
動
尊
の
鳥
居
」

②
小
学
生
（
高
学
年
）
の
部

※
最
優
秀
賞
に
同
じ

③
小
学
生
（
低
学
年
）
の
部

　
豊
津
小
2
年　
富
士
川 

琉
生
さ
ん

　
作
品
名
「
国
分
寺
三
重
塔
」

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、

受
賞
者
は
3
月
に
行
わ
れ
る
町
制
20
周
年

記
念
式
典
で
表
彰
い
た
し
ま
す
。

　10月18日（土）、博物館で企画展「秋月の
乱150年」が始まりました（11月30日終了）。
この展示は乱だけでなく、その後豊津・秋月
の人々が戦禍を豊かな相互交流へと昇華さ
せた歩みを紹介するものともなりました。

　10月29日（水）、甲塚墓地で旧秋月藩士
戦没者墓前法要（豊津郷土史会主催）が行わ
れました。150回忌となる今年は、秋月藩が
あった朝倉市から林裕二市長が参列し、内田
町長と共に哀悼の祈りを捧げられました。

１０月の業務日誌から

　
10
月
19
日
（
日
）、
育
徳
館
高
校
を
会
場

に
「
み
や
こ
町
ふ
る
さ
と
遺
産
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
、
今
年
の
テ
ー
マ
「
秋
月
の

乱
150
年
」
に
ち
な
ん
だ
各
種
催
し
物
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
口
火
を
切
っ
た
の
は
秋
月
黒
田
藩
に
伝

わ
る
砲
術
「
林
流
抱
え
大
筒
」
の
演
武
で
、

乱
の
際
も
準
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
大
筒

が
、
今
回
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
を
告
げ
る

号
砲
と
し
て
大
音
響
と
と
も
に
発
射
さ
れ

ま
し
た
。

　
演
武
の
後
、
会
場
を
思
永
館
に
移
し
て

「
秋
月
の
乱
」を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
と
、

秋
月
・
豊
津
の
識
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
開
討
議
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
川
本
英
紀
氏
（
み
や
こ
町

教
育
委
員
会
）
に
よ
る
新
資
料
を
基
に
し

た
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
、
討
議
で
は
乱

後
百
年
目
（
昭
57
年
）
に
始
ま
っ
た
相
互

交
流
を
、
今
後
も
多
彩
な
形
で
発
展
さ
せ

よ
う
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
12
月
６
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
12
月
13
日
（
土
）
10
時
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
12
月
13
日
（
土
）
13
時
30
分
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
12
月
20
日
（
土
）
９
時
30
分
～

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
博
物
館
で
は
館
内
整
理
と
燻
蒸
作
業
の
た

め
、
左
記
の
期
間
臨
時
休
館
し
ま
す
。
期
間

中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
宜
し
く

ご
理
解
の
程
お
願
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
年
は
１
月
６
日
（
火
）
か
ら
開

館
い
た
し
ま
す
。

■
臨
時
休
館
の
期
間

①
12
月
26
日
（
金
）～
12
月
28
日
（
日
）

②
１
月
４
日
（
日
）

※�

12
月
29
日
（
月
）
～
１
月
３
日
（
土
）
は

年
末
年
始
休
館
、
１
月
５
日
（
月
）
は
通

常
休
館
で
す
。

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

　
12
月
の
歴
史
講
座

年
末
年
始
の
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

▲ 討議では小正路淑泰氏（美夜古郷土史学校長）による
　進行で充実の意見交換が行われました

▲ 育徳館高校グラウンドで披露された大筒演武。空砲とは
　いえ放たれる音と煙は実戦さながらの迫力でした

◆ 

博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

ふ
る
さ
と
遺
産
フ
ェ
ス
タ
・
ル
ポ
❶
「
林
流
抱
え
大
筒
演
武
」

150
年
後
に
響
く
音

ふ
る
さ
と
遺
産
フ
ェ
ス
タ
・
ル
ポ
❷
記
念
講
演
＆
パ
ネ
ル
討
議

秋
月
の
乱
150
年
を
考
え
る
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「
文
化
遺
産
」
と
し
て
の
郷
土
食

　

日
本
の
各
地
域
に
は
気
候
や
風
土
、

文
化
に
培つ

ち
か

わ
れ
た
様
々
な
食
文
化
が
み

ら
れ
、
歴
史
的
背
景
に
基
づ
い
た
も
の

は
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。
平

成
25
年（
２
０
１
３
）12
月
４
日
、「
和
食
・

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
が
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
「
新

鮮
な
食
材
や
出
汁
を
用
い
た
健
康
的
な

食
」
と
し
て
海
外
で
関
心
が
高
ま
り
和

食
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
12
月
５
日
に
は
「
伝
統
的
酒

造
り
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、「
日
本
各
地
に
み
ら
れ
る

年
中
行
事
や
祭
礼
と
の
関
わ
り
」
が
注

目
さ
れ
、
日
本
各
地
の
「
郷
土
食
」
が

見
直
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
地
域
で
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が

れ
る
食
文
化
を
対
象
に
文
化
庁
が
認
定

す
る
「
１
０
０
年
フ
ー
ド
」
事
業
で
は
、

北
九
州
の
「
焼
き
う
ど
ん
」、「
糠ぬ

か

の
食

文
化
」
な
ど
が
認
定
さ
れ
、
伝
統
的
な

食
文
化
の
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
農
林
水
産
省
に
よ
る
「
う
ち
の
郷
土

料
理
～
次
世
代
に
伝
え
た
い
大
切
な
味
」

の
取
組
み
で
は
、
日
本
各
地
に
伝
わ
り

住
民
に
広
く
支
持
さ
れ
て
き
た
郷
土
料

理
を
選
定
し
た
も
の
で
、
そ
の
歴
史
や

レ
シ
ピ
な
ど
を
デ
ー
タ
べ
ー
ス
化
し
、

あ
る
薄
皮
つ
き
の
茹ゆ

で
た
落ら

っ
か
せ
い

花
生
（
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
）を
加
え
る
こ
と
で
す
。
こ
の「
に

ご
み
」
は
農
林
水
産
省
「
う
ち
の
郷
土

料
理
～
次
世
代
に
つ
た
え
た
い
大
切
な

味
」
の
長
崎
県
を
代
表
す
る
郷
土
料
理

と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
世
代
に
継
承
さ
れ
る
「
食
」

　

現
在
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
各
国
で
、

歴
史
的
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
伝
統

食
」
や
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
「
郷
土

食
」
を
次
世
代
へ
伝
え
る
た
め
の
取
組

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
特
に

核
家
族
化
が
顕
著
に
な
っ
た
４
０
年
ほ

ど
前
か
ら
、こ
れ
ら
の
「
食
文
化
の
継
承
」

の
衰
退
が
危き

ぐ惧
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日

本
各
地
で
郷
土
に
伝
わ
る
独
自
の
料
理

を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
詳
細

な
記
録
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
土

地
に
根
付
い
た
食
文
化
は
、
先
人
が
伝

え
て
き
た
知
恵
の
賜
物
で
あ
り
、
今
後

も
か
け
が
え
の
な
い
「
地
域
の
宝
」
と

し
て
、
永
く
受
け
継
い
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
信
隆
）

て
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
煮
ご
み
」
に
つ
い
て

　

鶏
（
ニ
ワ
ト
リ
）
と
い
う
名
称
は
「
庭

で
飼
う
鳥
」
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
、

牛
や
豚
と
は
異
な
り
、
容
易
に
飼
育
で

き
卵
や
肉
が
得
ら
れ
る
家か

き
ん禽
と
し
て
重

宝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
東
九
州
地
域
で

は
、
大
分
県
の
宇
佐
・
中
津
地
域
の
「
か

ら
揚
げ
」、
別
府
市
の
「
と
り
天
」、
宮

崎
県
の
「
チ
キ
ン
南
蛮
」
な
ど
独
自
の

鶏
肉
料
理
が
み
ら
れ
ま
す
。
今
か
ら
60

年
ほ
ど
前
、
み
や
こ
町
や
周
辺
地
域
の

各
家
庭
で
は
鶏
を
５
～
10
羽
ほ
ど
飼
育

し
て
い
る
風
景
が
み
ら
れ
、
祭
り
や
正

月
な
ど
の
「
特
別
な
日
」
に
、
普
段
は

口
に
で
き
な
い
鶏
肉
料
理
と
し
て
作
ら

れ
た
の
が
「
煮
ご
み
」
で
す
。「
煮
ご

み
」
は
「
汁
気
の
多
い
が
め
煮
」
と
表

現
さ
れ
る
よ
う
に
、
材
料
や
作
り
方
が

「
が
め
煮
」
と
よ
く
似
た
料
理
で
す
。
町

内
で
実
施
し
た
「
煮
ご
み
」
に
関
す
る

聞
き
取
り
調
査
で
は
「
煮
ご
み
」
の
ほ

か
「
み
ご
み
」、「
煮に

五ご

み味
」（
鶏
肉
、
ゴ

ボ
ウ
、
レ
ン
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
サ
ト

イ
モ
な
ど
５
つ
の
食
材
の
味
を
意
味
し

た
も
の
か
？
）
な
ど
の
呼
称
が
確
認
で

き
ま
し
た
が
、
そ
の
語
源
は
「
煮
込
み
」

に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
長

崎
県
大
村
市
の
郷
土
料
理
に
も
「
に
ご

み
」
と
い
う
同
じ
名
称
の
郷
土
料
理
が

確
認
で
き
ま
す
。
こ
の「
に
ご
み
」も「
が

め
煮
」
や
「
煮
ご
み
」
と
食
材
や
調
理

方
法
も
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
唯
一
異

な
っ
て
い
る
の
が
、
大
村
市
の
特
産
で

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
福
岡
県
で

は
、
以
前
ご
紹
介
し
た
「
酢
も
ち
」
の

ほ
か
「
か
し
わ
め
し
」、「
鶏
の
水
炊
き
」、

「
が
め
煮
」
な
ど
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
福
岡
県
を
代
表
す
る
郷
土
食

「
が
め
煮
」
と
み
や
こ
町
周
辺
地
域
に
伝

わ
る
郷
土
食
「
煮
ご
み
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
が
め
煮
」
に
つ
い
て

　
「
が
め
煮
」
は
、
福
岡
県
を
代
表
す

る
郷
土
料
理
で
、
北
部
九
州
一
帯
に
類

似
し
た
料
理
が
み
ら
れ
「
筑ち

く
ぜ
ん前
煮
」
や

「
炒い

り
鶏
」と
も
よ
ば
れ
ま
す
。「
が
め
煮
」

の
名
称
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
鶏
肉
な
ど
様
々
な
食
材
を
用
い

る
こ
と
か
ら
博
多
弁
の
「
寄
せ
集
め
る
」

意
味
を
示
す
「
が
め
く
り
込
む
」
に
由

来
す
る
説
や
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵

（
文
禄
の
役
）の
際
、兵
士
が「
ど
ぶ
が
め
」

（
ス
ッ
ポ
ン
）
と
野
菜
を
煮
込
ん
で
食
べ

た
「
亀か

め

煮に

」
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。
県
内
で
は
「
が
め
煮
」
の

呼
称
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
一
般
的
に

九
州
地
方
以
外
で
は
「
筑
前
煮
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
約
１
３
０
０

年
前
に
設
け
ら
れ
た
「
筑
前
国
」
に
由

来
し
て
い
ま
す
。
筑
前
国
は
、豊
前
国（
現

在
の
北
九
州
か
ら
大
分
県
宇
佐
市
に
及

ぶ
行
政
範
囲
。
現
在
の
県
庁
に
あ
た
る

「
国
府
」
が
み
や
こ
町
国
作
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。）、
筑ち

く
ご後

国
を
除
い
た
福
岡

県
の
大
部
分
に
及
ぶ
古
代
の
国
で
、
九

州
を
統
括
す
る
「
大
宰
府
」
が
置
か
れ

た
こ
と
も
あ
り
、「
北
部
九
州
を
代
表
す

る
料
理
」
と
し
て
こ
の
名
称
が
用
い
ら

れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。「
が
め
煮
」
は
鶏

肉
、
シ
イ
タ
ケ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ゴ
ボ
ウ
、

レ
ン
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
サ
ト
イ
モ
な

ど
の
食
材
を
煮
込
ん
で
作
ら
れ
ま
す
が
、

か
つ
て
は
、
鶏
肉
の
代
わ
り
に
、
カ
ジ

キ
マ
グ
ロ
の
角
切
り
、
兎

う
さ
ぎ

肉
、
皮
ク
ジ

ラ
を
入
れ
た
事
例
も
確
認
で
き
ま
す
。
福

岡
市
は
鶏
肉
、
ゴ
ボ
ウ
の
消
費
量
が
全
国

ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
上
位
を
占
め
ま
す
が
、

こ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
が
め
煮
」

の
食
材
利
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仏
事
に
は
鶏
肉
の
代
わ
り
に

油
揚
げ
を
用
い
た
り
、
一
部
の
地
域
で

は
、
具
材
の
種
類
を
奇
数
に
す
る
な
ど

行
事
の
内
容
に
よ
っ
て
材
料
を
変
更
し

な
が
ら
調
理
す
る
事
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
が
め
煮
」
は
、
正
月
や

お
祭
り
な
ど
の
慶
事
や
冠
婚
葬
祭
に
は

欠
か
せ
な
い
料
理
と
し
て
、
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
農
林
水
産

省
の
「
農
山
漁
村
の
郷
土
料
理
百
選
」

に
福
岡
県
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
と
し

がめ煮

煮ごみ
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土
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「
煮
ご
み
」に
つ
い
て

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


